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兵庫県三田市南公園（ブイブイの森）におけるナラ枯れの発生状況
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要　　旨

2016 年にナラ枯れ被害が顕在化した兵庫県三田市南公園において，今後の当地における生物多様性の保

全とナラ枯れ対策を検討することを目的に，カシノナガキクイムシの穿孔のあるナラ類を対象として，その

分布位置，樹種，樹木サイズ（樹高，胸高周囲長，枝張り），穿孔発生高の最大高，枯葉の脱着状況，翌春（2017

年 6 月）の展葉状況について調査し，穿孔確認個体を生存木と枯死木の 2 群に分けて解析した．結果，（1）

穿孔個体は調査地中央西側のエリアと中央部東側のエリアに集中するものの，広い範囲に飛び地状に点在し

ていること，（2）コナラ 115 本，クヌギ 3 本にカシノナガキクイムシの穿孔が確認され，うち 33 本が翌

春に展葉せず枯死していたこと，（3）穿孔発生高の最大高の平均は生存木群では 2.98 m であるのに対し，

枯死木群では 3.85 m と 0.87 m 高かったことが明らかとなった．
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はじめに

ナラ枯れとは，カシノナガキクイムシ（Platypus 

quercivorus）が病原菌であるRaffaela quercivora（糸

状菌の一種）を伝播することで起こるナラ類やシイ・カ

シ類が罹患する樹木萎凋病である（森林総合研究所関西

支所，2007）．カシノナガキクイムシがこれらの樹幹に

穿入すると，カシノナガキクイムシの体表に付着する病

原菌が樹木の内部組織に侵入し菌糸を導管内部の生きて

いる柔細胞に伸ばすことで栄養を吸収し繁殖するが，こ

のとき柔細胞が死ぬことで導管部分が詰まるため，菌の

繁殖が旺盛となると感染した樹木は根から吸った水が上

昇できなくなって，水不足で感染した樹木は枯死する（森

林総合研究所関西支所，2007）．被害を受ける樹種はブ

ナ属を除く日本産のブナ科のすべての属で，特に枯死被

害が多い樹種はコナラとミズナラであることが知られて

いる．

近年，関西においてもナラ枯れの被害は拡大の一

途をたどっており，兵庫県農政環境部環境創造局

森 林 保 全 室（https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk22/

af17_000000026.html）によれば，兵庫県におけるナ

ラ枯れ被害は，1997 年（平成 9 年）頃は兵庫県但馬地
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域に限られていたが年を追うごとにその被害は南下し，

三田市では 2015 年（平成 27 年）から被害が報告され

ている．また , 被害量（材積量）は年々増加傾向にあり，

平成 28 年度は 12 月末集計で 4,436 m3 となっており，

統計が開始された 1992 年（平成 4 年）以降で最も被

害が大きくなっている．

三田市狭間が丘 1 丁目に位置する南公園（愛称：ブ

イブイの森）においても，2014 年にカシノナガキクイ

ムシの穿孔が確認されたため伐倒燻蒸処理が行われ，翌

年の被害拡大は確認されていなかったが，2016 年にカ

シノナガキクイムシの穿孔がみられるコナラ，クヌギの

個体が多数発生した．南公園では生物多様性の保全を

目的とした里山管理活動が 2013 年から実施されており，

カシノナガキクイムシによるナラ枯れによる生物多様性

への影響が懸念される．

そこで，本研究では，今後の南公園における生物多様

性の保全とナラ枯れ対策を検討することを目的に，南公

園におけるナラ枯れの発生状況についての基礎資料を収

集したので報告する．

調査地の概要

調査地は兵庫県三田市狭間が丘１の南公園（愛称：ブ

イブイの森）とした．南公園は 15.1 ha の面積を持つ

風致公園であり，主にコナラ ‒ アベマキ群集（Quercus 

variabili-serratae Kobayasi, Muranaga et Takeda 

1976）に分類される夏緑二次林が広がる里山林である．

平成 23 年度の調査では，本調査地のコナラ ‒ アベマキ

群集の群落高は 20 m 以上となっており階層構造は 5

層と発達し，立地は谷部から斜面地にかけて広い．優占

種はコナラで，高木層にはアベマキやアラカシ，アカマ

ツが低頻度で混在しており，100 ㎡あたりの平均出現

種数は平均 36.1 種である。多くの林分は管理放棄され

ており，第 1 低木層，第 2 低木層においてはアカラシ

やネズミモチ，ヒサカキなどの照葉樹やケネザサなどの

常緑植物が繁茂し，第 1 低木層，第 2 低木層の被度合

計がそれぞれ 20‒30 ％となっている。そのため，低木

層においては夏緑低木の被度は低いものの種数は比較的

多く，モチツツジ，コバノミツバツツジ，コバノガマズ

ミ，ヤマウグイスカグラなどが主たる構成種として分布

している．南公園の植生は，三田市生態系レッドデータ

ブック（三田市，2003）では重要な中生態系としてＢ

ランクの評価を受けている貴重な自然環境である．なお，

三田市（2003）では生態系を大生態系，中生態系，小

生態系の３つの階層に区分し，小生態系を水田，ため池，

草原，湿原などのように可視的に認識出来る環境単位と

して，中生態系を小生態系を含む集水域等として，大生

態系を中生態系を統合する大規模な単位（小学校区）と

して定義している．

南公園は 2008 年に新住宅市街地開発事業より三田

市に移管された緑地で，2009 年に三田市により安全対

策のための侵入防止柵が設置され立ち入りが制限され

ていた．しかし , 地域住民からの公園利用の要望を受け，

2010 年より公園開園に向けて三田市と兵庫県立人と自

然の博物館との協働による植生調査が開始され，併せて

公園整備方針の策定作業や市民参加型の里山管理を実践

するための人材養成事業（まちなか里山担い手養成講座．

2013 年より毎年開講．）や散策道の整備などが進めら

れてきた．2013 年には南公園の里山の生物多様性の保

全と利活用の指針を示した「三田市フラワータウン南公

園まちなか里山公園整備方針」（三田市，2013）が公表

され，2014 年より一般に開園されている．

2014 年 12 月にはまちなか里山セミナーの修了生と

三田市公園みどり課により構成される緩やかな森林活動

グループが形成され，月 1 ～ 2 回の頻度で，竹林の伐

採や常緑植物の選択的伐採などの里山管理が実施されて

いる．そのため，管理された林分では，低木層以下にお

ける常緑植物の被度は極めて低く保たれている．2017

年 4 月にはグループが発展し市民活動団体が発足した．

当地では，2014 年にコナラ 1 個体にカシノナガキク

イムシの穿孔が確認されたため，三田市公園みどり課に

よりカシノナガキクイムシ防除を目的として当該個体が

伐倒・燻蒸処理された．また，カシノナガキクイムシの

飛来状況を把握するために当該個体の周辺および散策道

沿いのコナラ，アベマキ，クヌギ 44 個体にカシノナガ

キクイムシを捕獲する粘着シート（かしながホイホイ：

アース製薬製）が三田市公園みどり課により設置された

が，カシノナガキクイムシは確認されなかった．しかし，

2016 年には散策道沿いを中心にカシノナガキクイムシ

の穿入により大量にフラスが発生した樹木が多数確認さ

れたことから，発生状況を調査するに至った．

調査方法

現地調査

カシノナガキクイムシの穿孔調査は 2017 年 2 月，4

月に実施した．調査では，調査地の林内をくまなく歩き，

樹幹にカシノナガキクイムシの穿孔や，穿孔から発生し

たフラスが認められる個体を探査した．

穿孔が認められた樹幹（高さ 1 m 以下で分かれた萌

芽幹を含む）にはナンバーテープで番号をつけ，その樹

木の種名，分布位置，樹木サイズ，樹幹における穿孔発

生高（最大高）を計測したほか，枝における枯れ葉の脱

着状況，穿孔翌年の展葉状況について記録した．

分布位置はハンディ GPS（Garmin e-trex venture 

HC）で計測し，生育場所の緯度・経度を記録した．計
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測にあたっては測地精度を高めるため、DGPS 情報

（WAAS、MSAS）を受信していることを確認した上で、

10 回計測し、その平均値を記録した。なお、本ハンデ

ィ GPS の DGPS 情報受信時の位置精度はメーカー公称

で 3 m 95 % 2DRMS である。

樹木サイズについては，樹高，胸高周囲長，枝張り（樹

冠を楕円体に見立てた場合の長径および短径）を計測し

た．樹高は樹高 15 m までの樹木については測高稈にて

計測し，15 m を越える樹木については目測した．胸高

周囲長は高さ樹幹の 1.3 m 付近をコンベックスで測定

した．穿孔発生高（最大高）については，穿孔が認めら

れた樹木の樹幹を観察し，最も高い位置にある穿孔まで

の高さを測高稈で計測または目測した．

枝における枯れ葉の脱着状況については，2016 年 2

月および 4 月に枝条を観察し，離層形成せずに落葉し

なかった枯れ葉が宿存している状況を記録した．一般に

カシノナガキクイムシは 8 月から 9 月にかけて集中的

に樹幹に穿入することが知られており（森林総合研究所

関西支所，2007），ナラ類の落葉期までに萎凋の症状が

進んだ場合は離層形成が進まず枯葉が落ちずに宿存する

と考えられるため，カシノナガキクイムシの穿孔による

枯死の判断の目安に利用した．さらに，穿孔翌年の展葉

状況についてはカシノナガキクイムシの穿孔が確認され

た個体について，2017 年 6 月に新葉の展葉の有無を追

跡調査し，最終的な枯死判定を行った．なお，三田市公

園みどり課によって 2016 年 6 月までに伐倒処理され

た個体については春季の展葉状況について追跡調査でき

なかった．

解析方法

カシノナガキクイムシの穿孔が確認された樹木（以下，

穿孔確認樹木と記す）の位置情報を元に GIS を用いて

分布図を作成した．

次に計測結果を元に，穿孔確認樹木数の樹種と枯れ葉

の脱着状況，穿孔確認樹木数の樹種と翌年の新葉の展葉

状況とのクロス集計を行った．また，穿孔確認樹木を枯

れ葉の脱着状況に応じた 2 群に分け，各群の樹高およ

び胸高周囲長の平均値，最大値，最小値および穿孔発生

最大高の平均値を集計するとともに，それぞれの平均値

の差の検定をウェルチの方法によって行った（Welch 

Two Sample t-test）．統計解析には R3.2.1（R Core 

Team，2015）を用いた .

結果および考察

穿孔確認樹木の分布位置を図 1 に，計測結果を付表

1 に示した．また , 穿孔確認樹木数の樹種と枯れ葉の脱

着状況，穿孔翌春の展葉状況とのクロス集計結果を表 1

に示した．

カシノナガキクイムシの穿孔が確認された種はコナ

ラとクヌギで，本数はコナラが 115 本，クヌギが 3 本，

合計 118 本であった（表 1‒a）．枯葉が宿存していた

個体はコナラで 48 本，クヌギで 1 本，全体では 49 本

（41.5 ％）であった（表 1‒a）．枯れ葉の脱着状況と穿

孔翌春の展葉状況のクロス集計の結果をみると，枯葉が

宿存していた 49 個体のうち，展葉期前までに伐採され

た 6 本を除くと 11 個体が展葉し，32 個体は展葉が確

認できず枯死していた（表 1‒c）．一方，冬季に枯葉が

脱落していた 69 個体のうち，翌春に展葉が確認できな

かったのは 1 個体のみであった（表 1‒c）．全体では展

葉が確認できなかった個体は 33 個体で，カシノナガキ

クイムシの穿入個体における枯死個体の割合は 29.5 ％

（33/112）であった．これらのことから，カシノナガキ

クイムシの穿入によってすべての個体が枯死に至るわけ

ではないこと，カシノナガキクイムシの穿入後にむかえ

る冬季に枯葉の宿存した個体については翌春までに枯死

に至る可能性は高いものの，一部で生残する個体もある

ことが分かった．黒田（2008）は，カシノナガキクイ

ムシが穿入しても生残する個体があることを報告してお

り，南公園でも同様の傾向が示されたものと考えられる．

カシノナガキクイムシ穿孔樹木の胸高周囲長，樹高お

よび穿孔発生高（最大高）の平均値について翌春展葉の

有無（生存と枯死）の 2 群に分けて集計した結果を表 2

に示した．胸高周囲および樹高については 2 群間で統

計的に有意な差はみられなかったが，フラスの最大発

生高については翌春に展葉がみられた群（生存木群）が

2.98 m であったのに対し，翌春の展葉がなかった群（枯

死木群）が 3.85 m と 0.87 m 高く，統計的にも有意だ

った．カシノナガキクイムシに穿入されたナラ類の樹幹

の木部は孔道にそって偏在が変色し，集中加害を受けて

孔道が多数形成されると辺材のほぼ全面が変色し枯死に

至ることが知られている（黒田，2008）．カシノナガキ

クイムシは小径木よりも大径木を好み，樹幹上部よりも

地際の太い部位に集中して穿入する（衣浦，2008）ため，

穿孔の数はフラスの最大発生高が高くなるほど増える傾

向を示す．これらのことからフラスの最大発生高が高い

ほど枯死する可能性は高くなりやすいといえ，生存木群

に比べ枯死木群でフラスの最大発生高が高くなったと考

えられる．

穿孔確認樹木の分布は，調査地中央西側のエリアと中

央部東側のエリアに集中していたが，調査地の広い範囲

にも飛び地状に点在していた（図 1）．点在する穿孔確

認樹木の多くは尾根部や南向き斜面など比較的日当たり

のよい場所に分布する傾向がみられた．穿孔確認個体

の集中していたエリアは里山管理によって常緑植物が選

択的に伐採され場所や散策道の幅が広く開けている場所
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表 1 カシノナガキクイムシの穿孔が確認された樹木の本数．

カシノナガキクイムシは穿入後に樹木が枯死すると繁

殖成功度は高く，逆に穿入後にも樹木が生きていた場合

には繁殖成功度が低くなること（衣浦，2008），前年ま

でに穿入されて生き残った穿入の履歴がある樹木では繁

殖成功度が低くなることが報告されている．また穿入生

存木からのカシノナガキクイムシの脱出数は，枯死木よ

りも少ないことが報告されている（小林・萩田，2000）．

さらに穿入生存木は翌年以降カシノナガキクイムシの穿

入を繰り返し受けても枯死しない場合が多く，枯死木

より穿入生存木の方が繁殖に失敗した孔道の割合が高

いことが報告されている（上田・小林，2001）．これら

のことから，南公園におけるカシノナガキクイムシに

よるナラ枯れの防除にあたっては，穿孔確認樹木すべ

てを対処するのではなく，枯死木を優先的に対処する

ことが有効と考えられる．ただし，今回の調査で枯死

木の個体数は 33 個体と多く，伐採処理等を行うには労

力面，経済面で克服すべき点が多い．また穿孔が確認

された生存木からのカシノナガキクイムシの脱出は皆無

というわけではないため，脱出したカシノナガキクイム

シが周囲に拡散しないための対処（例えばカシナガト

ラップ http://www.pref.kyoto.jp/rinshi/documents/

h2606nougijyutsu2.pdf など）もあわせて行うべきで

あり，南公園での防除にあたっては様々な対処法を複合

的に組み合わせる必要があると考えられる．
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